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施 工 ガ イ ド

◇対応折戸システム：HDシステム
　（404～415ページ参照）
◇対応折戸用丁番：
　HD-35・HD-38・HD-50・HD-55・HD-98
※折戸1組の総質量・戸の厚さ・戸幅は
　対応折戸システムの使用条件に準じます。

■金

1.取付けの準備
①あらかじめ、折戸の建てつけ・動作を確認してください。
②FC-790に添付されている型紙の、指定箇所を谷折りにしてください。

3.受金の取付け
①枠の下穴位置に、受金を取付けてください。

4.ベースプレートの取付け
①折戸の下穴位置にベースプレートを取付けてください。

5.ブロックの取付け
①ベースプレートの突起Aがブロックの刻印3の位置になるように、
ブロックをベースプレートに差込みます。

6.本体の取付け
①折戸を開けた状態にします。
②ベースプレートに本体を差込みます。

2.取付け下穴の位置出し
①戸を閉じた状態にします。
②用意した型紙を図のように、枠と折戸裏面にあてがい、型紙の取付け
穴位置にキリなどで下穴(5箇所)をあけてください。

③FC-790を、本体とベースプレートに分離します。

④ベースプレートからブロックを分離します。

具の取付け方法

ブロックの取付け位置を変えることで、
制動力を調整できます。

■制動力の調整

ブロックの取付け向きに、注意してください
 　（矢印が枠側を向きます）。

弱

強

※枠に2ヶ所、折戸に3ヶ所

型紙

折戸裏面枠

取付け高さ
任意

型紙

受け

取付
け穴
位置

(2ヵ
所)

+な
べタ
ッピ
ンね
じ

3×
16

枠側

谷
折
り

ベースプレート
取付け穴位置
(3ヵ所)

+なべタッピンねじ　3×16

+なべタッピンねじ　3×16
折戸裏面側

+皿タッピンねじ
3.5×16

谷
折
り

本体

ベースプレート

ベースプレート

ブロック

折戸裏面枠

受金

折戸裏面枠

ベースプレート

折戸裏面枠

本体

折戸裏面枠

ブロック

突起Ａ
刻印3

突起A

●折戸用ダンパーは、折戸を構成する金具・使用する環境・室温・操作方法などにより閉じる速度にばらつきが生じます。
●必ず使用条件をお守りください。使用条件外で使用すると、異常な動作・故障や事故発生の原因になります。
●金具の取付け面に、丈夫な下地がある事を事前にご確認ください。

正しく安全にお使い頂くために、以下の事にご注意ください。

ベースプレート

ベースプレート

ご注意

ご注意

折戸用ダンパー FC-790製品紹介 436製品紹介 430～431OFD-4N SYSTEM

施 工 ガ イ ド

※吊元固定タイプの場合は、上・下吊元固定用
　ストッパー（HR-380およびAFD-320）
　を挿入してください。

HR-130
または
HR-150

車部分

車部分

OFD-4N-01

HR-380

AFD-320

OFD-2N-02
AFD-110
または
AFD-120

OFD-2N-02の
本体部分

OFD-4N-01の
本体部分

■金具の取付け方法

1.戸に付ける金具の取付け 2.レールの取付け

■戸の吊込み

■戸の位置調整（調整代：納品時の状態より、前方向へ3mm、下方向へ8mm）

①丁番は戸の裏面に取付けます。
②上部吊り車および下部ガイド（OFD-4N-01およびOFD-2N-02）
のカップ部分を戸の裏面加工部に取付けてください。

①上下レールを取付ける前に、上部吊り車および下部ガイド（OFD-4N-01およ
びOFD-2N-02）とも、車部分をレールの中に挿入しておきます。
②上下レールを取付けてください。

①上部吊り車（OFD-4N-01）の本体部分
とカップ部分を結合します。
②下部ガイド（OFD-2N-02）の本体部分
とカップ部分を結合します。
③戸の位置調整をします。
　位置調整が終ったら、「上下方向固定ね
じ」、「前後調整および固定ねじ」をしっ
かり締めて固定します。

①上部吊り車の「上下方向固定ねじ」
を緩めます。
②「上下調整ねじ」を回して、戸を所
定の位置に移動します。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

①上部吊り車および下部ガイドの
「前後調整および固定ねじ」を
緩めます。
②本体部分とカップ部分の結合
位置を前後にスライド調整す
ることにより、戸を所定の位
置に移動します。
③位置が決まったら「前後調整
および固定ねじ」を締めて、本
体部分とカップ部分とをしっ
かりと固定します。

戸の位置が上がり過ぎたり、
下がり過ぎたり、左右に傾い
たりしている場合
➡上部吊り車で、上下調整
をしてください

戸が前後に傾いている場合
➡上部吊り車および下部ガ
イドで、前後調整をしてく
ださい

調整後は必ず「上下方向固定ねじ」を締め付けて
ください。締め付けずにおくと、建て付けがくるっ
たり、部品が落下するおそれがあります。

調整後は必ず「前後調整および固定ねじ」を締め
付けてください。締め付けずにおくと、建て付けが
くるったり、部品が落下するおそれがあります。

カップ部分

上部吊り車 
(OFD-4N-01)の
本体部分

上下方向
固定ねじ

上下調整ねじ

前後調整および
固定ねじ

カップ部分
下部ガイド 
(OFD-2N-02)の
本体部分

上下自動伸縮前後調整および
固定ねじ

カップ部分

カップ部分

上部吊り車
(OFD-4N-01)の
カップ部分

裏面

下部ガイド
(OFD-2N-02)の
カップ部分

裏面

ご注意 ご注意

③位置が決まったら「上下方向固定ね
じ」をしっかり締めて、固定します。

※吊元固定タイプの場合は、上・下吊元
固定用ストッパー（HR-380および
AFD-320）のねじを締め固定します。
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